
概要

DX認定制

度とは

当社のDX

推進の取り

組み

有限会社画箋堂（所在地：京都市下京区、代表取締役：山本修三）は、経済産業省が「情

報処理の促進に関する法律」に基づき運営する「DX認定制度」において、独立行政法人情

報処理推進機構（IPA）による審査を経て、このたび経済産業大臣の認定を取得いたしまし

たのでお知らせします。

同制度は、デジタル技術を活用した自社ビジネスの変革に向けた準備が整っている事業者

を国が認定するものです。1913年創業、京都で113年にわたり芸術文化を支え続けてきた

当社が、伝統と革新の融合をめざし、国の認定を受ける企業へと進化いたしました。

報道関係者各位 2026年6月12日

有限会社画箋堂

経済産業省「DX認定」を取得

～113年の歴史を持つ京都の老舗画材店が進めるアナログとデジタルの融合～

「DX認定制度」は、経済産業省が策定した「デジタルガバナンス・コード」の基本的事項

に対応し、企業がデジタルによって自らのビジネスを変革する準備ができている状態（DX-

Ready）であることを国が認定する制度です。IPAが審査を行い、経済産業大臣が認定しま

す。

認定を受けた事業者は、IPAサイトの認定事業者一覧に公表されるとともに、国が認めた

DX推進企業として認定ロゴマークをホームページや名刺等で活用することができます。ま

た、公的な支援措置を受けることができます。

当社は1913年の創業以来、京都の芸術文化を支える画材・額縁の提供に努めてまいりまし

た。急速なデジタル化や少子高齢化、業務の属人化といった経営課題に正面から向き合

い、「従業員のライフワークバランス向上と創造性を最大限に発揮できる職場環境を目指

し、創作活動を支える画材店として、次なる100年も顧客から選ばれ続ける企業となる」と

いう経営ビジョンのもと、以下のDX施策を推進しております。

施策

③Google Workspace

× Gemini活用

①AI在庫管理による

粗利率改善

②DX型店舗の開設

全スタッフにGoogle Workspaceアカウントを付与し、生成AI「Gemini」を活用したプロン

プト共有を実施。メールや報告書の作成時間を短縮するとともに、成果物の品質向上を実現

しています。

POSデータとAIを活用したデータドリブン在庫管理を実施。約5万点に及ぶ在庫の回転率を

継続的に最適化した結果、粗利率が3年間で7%以上改善。老舗画材店ならではの豊富な品

揃えを維持しながら、収益体質の強化を実現しています。

2025年6月、京都市立芸術大学（京都市下京区）内に無人営業システムを導入したDX型

購買をオープン。LINEアプリを活用した入店認証とセルフレジにより、朝8時から夜21時

まで美術・音楽の専門画材を購入できる環境を実現しました。

内容



当社は2025年6月30日（月）、京都市立芸術大学（京都市下京区下之町57番地の1）E棟1

階に、DX型購買を新規オープンいたしました。株式会社Nebraskaが開発した店舗無人化ソ

リューション「デジテールストア」を導入し、有人・無人のハイブリッド営業体制を構

築。「LINE」アプリを活用したスムーズな入店認証やセルフレジにより、美術・音楽の学

生・教職員が必要な専門画材を8:00〜21:00まで購入できる環境を実現しました。

このように当社は、伝統的な対面接客の強みを維持しながら、デジタル技術を積極的に取

り入れた事業変革を継続しており、今回のDX認定取得はその取り組みが国から正式に認め

られたものです。※
「LINE」はLINE株式会社の商標または登録商標です。

有限会社画箋堂は、今回のDX認定取得を足がかりとして、次の重点施策に取り組んでまい

ります。1913年の創業から100年以上にわたって蓄積してきた画材・額装に関する専門知

識を、AIナレッジベースへ体系的に集約・デジタル化します。熟練スタッフの経験や勘に頼

ってきた「暗黙知」を形式知へ転換することで、全スタッフがいつでも高度な専門提案を

行える体制を構築し、京都の芸術文化を支える次の100年へとつなげます。

　「100年超の専門ナレッジ
×
AI」という唯一無二の強みを武器に、スタッフの接客力・

提案力をさらに高め、創作活動を支える画材店として顧客から選ばれ続ける企業を目指し

てまいります。

過去のDX
の取り組み

今後の展望

認定概要

会社概要/
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認定制度名

会社名

DX認定制度(情報処理の促進に関する法律第28条に基づく認定)

有限会社画箋堂(がせんどう)

認定機関

所在地

経済産業大臣(審査：独立行政法人情報処理推進機構/IPA)

京都市下京区河原町通五条上る西橋詰町752

認定事業者名

事業内容

有限会社画箋堂(がせんどう)

画材・額縁の販売、絵画教室　等

認定番号

ウェブサイト

DX-2026-06-0034-01

https://gwasendo.com/

認定日

創業

2026年6月1日

1913年(大正2年)

有効期間

電話番号

メールアドレス

担当者

認定日より2年間(2028年5月31日まで)

075-341-3288

info@gwasendo.com

代表取締役　山本修三
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